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水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準

正 誤 表

北海道水産林務部水産局水産振興課



- 2 -

水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準(平成２９年１０月） 正誤表（平成３０年４月１１日以降積算基準日適用）

掲 載 頁 旧 新 摘要

3-5-10

記載箇所の修正３－１－６ 盛砂投入（ポンプ浚渫船による）１日（Ｑ 当り代価表 【Ｊ９９０３４】ｄｍ3）

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 鋼Ｄ 420PS型 日 １.０ 運１３Ｈ／就１８Ｈ

揚 錨 船 鋼Ｄ３ｔ吊 日 １.０ 就業８Ｈ

ＧＰＳ測位装置損料 日 １.０

雑 材 料 ％

注）１ ポンプ浚渫船の運転時間に制約がある場合は、制約条件に応じて、ポンプ浚渫船の運転時間、就業時間を
補正する。

２ ポンプ浚渫船の退避が頻繁に生じ揚錨船の補助が必要な場合、または、航行船舶に支障のない区域にポン
プ浚渫船を一時退避する必要がある場合等、現場条件により引船を別途計上する。
なお、退避が発生する場合は、現場条件によりポンプ浚渫船の運転時間を補正する。

３ ＧＰＳ測位装置損料は、必要に応じて計上することが出来る。
ＧＰＳ測位装置損料＝供用日数当り損料×供用係数（α）

３－２ ポンプ浚渫船拘束

３－２－１ 適用範囲

ポンプ浚渫船については、工事着手前に試験が必要であり、ポンプ浚渫船・揚錨船の拘束費（供用損料・労務費）

を計上する。ただし、一工事でポンプ浚渫船を複数隻使用する場合は、全隻数を計上する。

その他、経層探査等の期間で拘束費を計上する必要があると認められる場合は、対象となる隻数の拘束費を計上す

る。

３－２－２ ポンプ浚渫船の拘束費計上日数

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘 要

着 手 前 ０.５日 フロータ接続、送水試験 全隻数

そ の 他 必要な日数 経層探査待ち等 対象となる隻数

３－２－３ ポンプ浚渫船拘束（１式）代価表 【Ｊ９９０３５】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 供 用 鋼Ｄ 420PS型 日

揚 錨 船 供 用 鋼Ｄ３ｔ吊 日

Ｇ Ｐ Ｓ 測 位 装 置 損 料 日

注）１ ポンプ浚渫船、揚錨船、ＧＰＳ測位装置の拘束日数は、フロータ接続、送水試験、検測待ち、経層探査待
ち等、現場条件に応じて必要な日数を計上する。

３－１－６ 盛砂投入（ポンプ浚渫船による）１日（Ｑ 当り代価表 【Ｊ９９０３４】ｄｍ3）

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 鋼Ｄ 420PS型 日 １.０ 運１３Ｈ／就１８Ｈ

揚 錨 船 鋼Ｄ３ｔ吊 日 １.０ 就業８Ｈ

ＧＮＳＳ測位装置損料 日 １.０

雑 材 料 ％

注）１ ポンプ浚渫船の運転時間に制約がある場合は、制約条件に応じて、ポンプ浚渫船の運転時間、就業時間を
補正する。

２ ポンプ浚渫船の退避が頻繁に生じ揚錨船の補助が必要な場合、または、航行船舶に支障のない区域にポン
プ浚渫船を一時退避する必要がある場合等、現場条件により引船を別途計上する。
なお、退避が発生する場合は、現場条件によりポンプ浚渫船の運転時間を補正する。

３ ＧＮＳＳ測位装置損料は、必要に応じて計上することが出来る。
ＧＮＳＳ測位装置損料＝供用日数当り損料×供用係数（α）

３－２ ポンプ浚渫船拘束

３－２－１ 適用範囲

ポンプ浚渫船については、工事着手前に試験が必要であり、ポンプ浚渫船・揚錨船の拘束費（供用損料・労務費）

を計上する。ただし、一工事でポンプ浚渫船を複数隻使用する場合は、全隻数を計上する。

その他、経層探査等の期間で拘束費を計上する必要があると認められる場合は、対象となる隻数の拘束費を計上す

る。

３－２－２ ポンプ浚渫船の拘束費計上日数

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘 要

着 手 前 ０.５日 フロータ接続、送水試験 全隻数

そ の 他 必要な日数 経層探査待ち等 対象となる隻数

３－２－３ ポンプ浚渫船拘束（１式）代価表 【Ｊ９９０３５】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 供 用 鋼Ｄ 420PS型 日

揚 錨 船 供 用 鋼Ｄ３ｔ吊 日

ＧＮ ＳＳ 測位 装置損料 日

注）１ ポンプ浚渫船、揚錨船、ＧＮＳＳ測位装置の拘束日数は、フロータ接続、送水試験、検測待ち、経層探査
待ち等、現場条件に応じて必要な日数を計上する。
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水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準(平成２９年１０月） 正誤表（平成３０年４月１１日以降積算基準日適用）

掲 載 頁 旧 新 摘要

3-5-11

記載箇所の修正

3-5-13

記載箇所の修正
３－３－９ 陸上排砂管設置・撤去１日（６０ｍ）当り代価表 【Ｊ９９０３７】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 人 ５.０

ラフテレーンクレーン （油）25t吊 日 １.０ 標準運転時間

ト ラ ッ ク ８ｔ積 日 ０.４ 標準運転時間

雑 材 料 ％

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ４

施工単価名称 盛砂投入費（ポンプ浚渫船による） 出力数量 １ 単位 ｍ3

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－１を参照。

２ 標準機種の時に適用する。

３ 本施工単価は、１ｍ3当たりに割り戻してある。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ 船舶供用係数α 実数 αを実数入力

Ｂ 船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業８時間）

Ｃ 高級船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｄ 普通船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｅ 作業能力 実数 ポンプ浚渫船１日当たり盛砂量（ｍ3／日）を実数入力

１ ＧＰＳ測位装置を計上する
Ｆ ＧＰＳ測位装置

３ ＧＰＳ測位装置を計上しない

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ５

施工単価名称 ポンプ浚渫船拘束費 出力数量 １ 単位 式

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－２を参照

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ ポンプ浚渫船供用 実数 ポンプ浚渫船供用日数（日）を実数入力

Ｂ 揚錨船供用 実数 揚錨船供用日数（日）を実数入力

１ ＧＰＳ測位装置を計上する
Ｃ ＧＰＳ測位装置

２ ＧＰＳ測位装置を計上しない

３－３－９ 陸上排砂管設置・撤去１日（６０ｍ）当り代価表 【Ｊ９９０３７】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 人 ５.０

ト ラ ッ ク ク レ ー ン （油）20t吊 日 １.０ 標準運転時間

ト ラ ッ ク ８ｔ積 日 ０.４ 標準運転時間

雑 材 料 ％

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ４

施工単価名称 盛砂投入費（ポンプ浚渫船による） 出力数量 １ 単位 ｍ3

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－１を参照。

２ 標準機種の時に適用する。

３ 本施工単価は、１ｍ3当たりに割り戻してある。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ 船舶供用係数α 実数 αを実数入力

Ｂ 船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業８時間）

Ｃ 高級船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｄ 普通船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｅ 作業能力 実数 ポンプ浚渫船１日当たり盛砂量（ｍ3／日）を実数入力

１ ＧＮＳＳ測位装置を計上する
Ｆ ＧＮＳＳ測位装置

３ ＧＮＳＳ測位装置を計上しない

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ５

施工単価名称 ポンプ浚渫船拘束費 出力数量 １ 単位 式

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－２を参照

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ ポンプ浚渫船供用 実数 ポンプ浚渫船供用日数（日）を実数入力

Ｂ 揚錨船供用 実数 揚錨船供用日数（日）を実数入力

１ ＧＮＳＳ測位装置を計上する
Ｃ ＧＮＳＳ測位装置

２ ＧＮＳＳ測位装置を計上しない
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水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準(平成２９年１０月） 正誤表（平成３０年４月１１日以降積算基準日適用）

掲 載 頁 旧 新 摘要

3-5-20

数量記載誤りのた

め修正

3-5-21

数量記載誤りのた

め修正

６ 単価表 【Ｊ９９０２７】

（１） ポンプ浚渫船 （運転１日当り） 就業１８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ420PS 309kW

主 燃 料 重油Ａ ㍑ １,５３４

高 級 船 員 人 ４×β βは就業18時間を使用

普 通 船 員 人 ８×β βは就業18時間を使用

損 料 運 転 ｈ １３

損 料 供 用 日 α

【Ｊ９９０２９】
（３） 引 船 （運転１日当り） 就業８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ100PS 74kW

㍑ ２３ 運転 ２ｈ

主 燃 料 重油Ａ 〃 ４６ 運転 ４ｈ

〃 ６９ 運転 ６ｈ

高 級 船 員 人 １×β

普 通 船 員 人 １×β

損 料 運 転 ｈ

損 料 供 用 日 α

６ 単価表 【Ｊ９９０２７】

（１） ポンプ浚渫船 （運転１日当り） 就業１８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ420PS 309kW

主 燃 料 重油Ａ ㍑ １,５８６

高 級 船 員 人 ４×β βは就業18時間を使用

普 通 船 員 人 ８×β βは就業18時間を使用

損 料 運 転 ｈ １３

損 料 供 用 日 α

【Ｊ９９０２９】
（３） 引 船 （運転１日当り） 就業８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ100PS 74kW

㍑ ３３ 運転 ２ｈ

主 燃 料 重油Ａ 〃 ６５ 運転 ４ｈ

〃 ９８ 運転 ６ｈ

高 級 船 員 人 １×β

普 通 船 員 人 １×β

損 料 運 転 ｈ

損 料 供 用 日 α



3 － 5 － 10

平成３０年４月１１日以降入札から適用

３－１－６ 盛砂投入（ポンプ浚渫船による）１日（Ｑｄｍ3）当り代価表 【Ｊ９９０３４】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 鋼Ｄ 420PS型 日 １.０ 運１３Ｈ／就１８Ｈ

揚 錨 船 鋼Ｄ３ｔ吊 日 １.０ 就業８Ｈ

ＧＮＳＳ測位装置損料 日 １.０

雑 材 料 ％

注）１ ポンプ浚渫船の運転時間に制約がある場合は、制約条件に応じて、ポンプ浚渫船の運転時間、就業時間を
補正する。

２ ポンプ浚渫船の退避が頻繁に生じ揚錨船の補助が必要な場合、または、航行船舶に支障のない区域にポン
プ浚渫船を一時退避する必要がある場合等、現場条件により引船を別途計上する。

なお、退避が発生する場合は、現場条件によりポンプ浚渫船の運転時間を補正する。
３ ＧＮＳＳ測位装置損料は、必要に応じて計上することが出来る。

ＧＮＳＳ測位装置損料＝供用日数当り損料×供用係数（α）

３－２ ポンプ浚渫船拘束

３－２－１ 適用範囲

ポンプ浚渫船については、工事着手前に試験が必要であり、ポンプ浚渫船・揚錨船の拘束費（供用損料・労務費）

を計上する。ただし、一工事でポンプ浚渫船を複数隻使用する場合は、全隻数を計上する。

その他、経層探査等の期間で拘束費を計上する必要があると認められる場合は、対象となる隻数の拘束費を計上す

る。

３－２－２ ポンプ浚渫船の拘束費計上日数

区 分 拘束費計上日数 対象作業内容 摘 要

着 手 前 ０.５日 フロータ接続、送水試験 全隻数

そ の 他 必要な日数 経層探査待ち等 対象となる隻数

３－２－３ ポンプ浚渫船拘束（１式）代価表 【Ｊ９９０３５】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

ポ ン プ 浚 渫 船 供 用 鋼Ｄ 420PS型 日

揚 錨 船 供 用 鋼Ｄ３ｔ吊 日

Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ 測 位 装 置 損 料 日

注）１ ポンプ浚渫船、揚錨船、ＧＮＳＳ測位装置の拘束日数は、フロータ接続、送水試験、検測待ち、経層探査
待ち等、現場条件に応じて必要な日数を計上する。



3 － 5 － 11

平成３０年４月１１日以降入札から適用

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ４

施工単価名称 盛砂投入費（ポンプ浚渫船による） 出力数量 １ 単位 ｍ3

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－１を参照。

２ 標準機種の時に適用する。

３ 本施工単価は、１ｍ3当たりに割り戻してある。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ 船舶供用係数α 実数 αを実数入力

Ｂ 船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業８時間）

Ｃ 高級船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｄ 普通船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業１８時間）

Ｅ 作業能力 実数 ポンプ浚渫船１日当たり盛砂量（ｍ3／日）を実数入力

１ ＧＮＳＳ測位装置を計上する
Ｆ ＧＮＳＳ測位装置

３ ＧＮＳＳ測位装置を計上しない

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ５

施工単価名称 ポンプ浚渫船拘束費 出力数量 １ 単位 式

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）３－２を参照

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ ポンプ浚渫船供用 実数 ポンプ浚渫船供用日数（日）を実数入力

Ｂ 揚錨船供用 実数 揚錨船供用日数（日）を実数入力

１ ＧＮＳＳ測位装置を計上する
Ｃ ＧＮＳＳ測位装置

２ ＧＮＳＳ測位装置を計上しない



3 － 5 － 13

平成３０年４月１１日以降入札から適用

３－３－７ 排砂管設備設置・撤去

排砂管設置・撤去日数は、排砂管同時搬入・同時搬出の考えから、フロータ管、陸上排砂管それぞれに要する設置

・撤去日数の最大値を採用する。ただし、設置・撤去日数が３０日を越える場合は、３０日とする。

(1) フロータ管の設置・撤去日数

所用延長（ｍ）
設置・撤去日数＝ × 供用係数 ≦ ３０日

日当り設置・撤去延長（１００ｍ／日）

（小数３位四捨五入）

(2) 陸上排砂管の設置・撤去日数

所用延長（ｍ）
設置・撤去日数＝ × 供用係数 ≦ ３０日

日当り設置・撤去延長（１２０ｍ／日）

（小数３位四捨五入）

排砂管日当り設置・撤去延長

日当り施工延長（ｍ／日）
区 分

敷 設 ・ 撤 去

フ ロ ー タ 管 １００

陸 上 排 砂 管 １２０

３－３－８ フロータ管設置・撤去１日（６０ｍ）当り代価表 【Ｊ９９０３６】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

揚 錨 船 鋼Ｄ３ｔ吊 日 ０.６ 就業８Ｈ

普 通 作 業 員 人 ４.０

雑 材 料 ％

注）１ ポンプ浚渫船のフロータ管は、原則として標準装備延長以上設置する。
２ 揚錨船は、ポンプ浚渫船のものを使用する。

３－３－９ 陸上排砂管設置・撤去１日（６０ｍ）当り代価表 【Ｊ９９０３７】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 人 ５.０

ラフテレーンクレーン （油）25t吊 日 １.０ 標準運転時間

ト ラ ッ ク ８ｔ積 日 ０.４ 標準運転時間

雑 材 料 ％

３－３－１０ 排砂管設備１日当り代価表 【Ｊ９９０３８】

名 称 形状寸法 単位 数 量 摘 要

フ ロ ー タ 損 料 φ＝７００mm 本 ３－３－３による

ゴ ム ジ ョ イ ン ト
Ｌ＝１,０００mm 個 ３－３－３による

損 料

排 砂 管 損 料 φ＝３５０mm 本 ３－３－３による

雑 材 料 ％
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６ 単価表 【Ｊ９９０２７】

（１） ポンプ浚渫船 （運転１日当り） 就業１８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ420PS 309kW

主 燃 料 重油Ａ ㍑ １,５３４

高 級 船 員 人 ４×β βは就業18時間を使用

普 通 船 員 人 ８×β βは就業18時間を使用

損 料 運 転 ｈ １３

損 料 供 用 日 α

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ２ ７

施工単価名称 ポンプ浚渫船運転費（就業１８時間） 出力数量 １ 単位 日

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）６－（１）を参照。

２ 本施工単価は、鋼Ｄ ４２０ＰＳ型 ３０９ｋＷに適用する

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ 船舶供用係数α 実数 αを実数入力

Ｂ 船員供用係数β 実数 船員（船団長・高級船員）供用係数βを実数入力（就業１８時間）

Ｃ 船員供用係数β 実数 船員（普通船員）供用係数βを実数入力（就業１８時間）

（２） ポンプ浚渫船 （供用１日当り） 【Ｊ９９０２８】

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ420PS 309kW

高 級 船 員 人 ４

普 通 船 員 人 ８

損 料 供 用 日 １

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ２ ８

施工単価名称 ポンプ浚渫船供用費 出力数量 １ 単位 日

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）６－（２）を参照。

２ 本施工単価は、鋼Ｄ ４２０ＰＳ型 ３０９ｋＷに適用する。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容
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【Ｊ９９０２９】
（３） 引 船 （運転１日当り） 就業８時間

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ100PS 74kW

㍑ ２３ 運転 ２ｈ

主 燃 料 重油Ａ 〃 ４６ 運転 ４ｈ

〃 ６９ 運転 ６ｈ

高 級 船 員 人 １×β

普 通 船 員 人 １×β

損 料 運 転 ｈ
損 料 供 用 日 α

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ２ ９

施工単価名称 引船運転費（就業８時間） 出力数量 １ 単位 日

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）６－（３）を参照。

２ 本施工単価は、鋼Ｄ １００ＰＳ型 ７４ｋＷに適用する。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容

Ａ 船舶供用係数α 実数 αを実数入力

Ｂ 船員供用係数β 実数 βを実数入力（就業８時間）

Ｃ 引船運転時間 １ ２時間運転

２ ４時間運転

３ ６時間運転

（４） 引 船 （供用１日当り） 【Ｊ９９０３０】

数 量
名 称 形 状 寸 法 単位 摘 要

鋼Ｄ100PS 74kW

高 級 船 員 人 １

普 通 船 員 人 １

損 料 供 用 日 １

施工単価コード Ｊ ９ ９ ０ ３ ０

施工単価名称 引船供用費 出力数量 １ 単位 日

注意事項

１ 適用にあたっては、積算基準（人）６－（４）を参照。

２ 本施工単価は、鋼Ｄ １００ＰＳ型 ７４ｋＷに適用する。

条件 条 件 名 称 条件値 条 件 内 容


